2021年8月17日　片岡　孝元会員卓話
「デザインとホームページ」

二年前に「クリーム」に社名変更。
銀行2行の伝票を卸している。
何社かでデザインコンペをするが、高いけれど、適正な価格ということで注文を受けている。
印刷だけではなく、「紙からデジタルに移行」している時代のため、数社のホームページを作製している。

デザインコンペで全国の一等賞をとり、採用されたものが随分とある。
デザインコンペでは恰好良さだけでなく、写真を撮り、デザイン主体で提案することにより内容をきちんと伝えることを大切にしている。

岡﨑会員の会社の受注は三度目であり、
岡﨑さんの要望でバイヤー用に動画で作成している。
素材が良い場合、どこを撮っても良いものが撮れるのでやりがいがある。
動画はあまり使わず、静止画を使うことが多い。
会場で流すのに、音楽はあまり必要ではなく、静止画を動かす方が効果あり、映像重視である。
ビジネス用、オンライン商談のためのホームページがあり、各商品のRR用ページがある。
商談はそのページを見ながら、zoomでやるため、コストが下がる。

遠藤青汁の場合、15秒のコマーシャルで一番こだわったのは自然な青汁の色。
建設会社では一般向けではなく、リクルート用の動画が作製。


ポスターは電子看板の時代になっている。
3Dの猫の電子看板もある。
ディスプレーが薄くなることで、立体化実現している。

弊社はコンテンツ、中身を作る会社であり、素材をきちんと準備し、それを使い一つのものに仕上げていく。
また、デジタル化が進み、データによるディスプレーが台頭してくる時代に入っている。










